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％
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無
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率
の
差

無
解
答
率
の
差

１二
（１）

小３ ○ ○ ○ 66.9 7.9 76.2 7.5 83.1 4.2 89.8 1.2 -16.2 3.7 -22.9 6.7

１二
（３）

小５ ○ ○ ○ 85.5 6.7 87.0 6.9 90.5 4.2 94.4 1.7 -5.0 2.5 -8.9 5.0

２ 小３・４ ○ ○ ○ 60.1 0.6 62.1 0.6 65.2 0.6 68.1 0.3 -5.1 0.0 -8.0 0.3

４ 小３・４ ○ ○ ○ 67.9 0.7 70.0 0.6 73.3 0.6 79.8 0.1 -5.4 0.1 -11.9 0.6

７ 小５・６ ○ ○ ○ ○ 35.2 9.5 38.8 8.9 43.2 7.5 59.2 2.1 -8.0 2.0 -24.0 7.4

９二 小１ ○ ○ ○ 75.5 8.9 76.2 8.6 81.4 7.0 88.5 1.5 -5.9 1.9 -13.0 7.4

１一
（１）

小５ ○ ○ ○ 90.1 2.9 91.8 2.2 96.2 1.0 98.5 0.2 -6.1 1.9 -8.4 2.7

１二
（１）

小５ ○ ○ ○ 73.1 17.2 75.3 15.8 80.1 11.5 87.4 4.5 -7.0 5.7 -14.3 12.7

１二
（３）

小５
小３ ○ ○ ○ 84.7 6.1 86.9 5.5 90.3 3.4 96.0 0.8 -5.6 2.7 -11.3 5.3

２ 小５・６ ○ ○ ○ 77.0 0.8 78.5 0.7 83.3 0.5 89.6 0.1 -6.3 0.3 -12.6 0.7

３ 小５・６ ○ ○ ○ 59.2 2.7 59.6 2.8 65.0 1.8 73.0 0.3 -5.8 0.9 -13.8 2.4

８ 小５・６ ○ ○ ○ 72.3 3.8 74.9 3.4 81.0 2.3 88.5 0.4 -8.7 1.5 -16.2 3.4

７　課題の大きな設問の状況［～P40］

小学校国語Ａ

H24

漢字を書く
(病院でいしゃにみてもらう)

漢字を書く
(白いぬのを青くそめる)

秋田
（公立）

学習指導要領の領域等

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

学年別漢字配当表に示され
ている漢字を筆順に従って
正しく書く

四つの会話文の音読の仕方と
して適切なものをそれぞれ選
択する

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

説明的な文章の中に入る適切
な言葉を選択する

説明的な文章の内容を的確
に押さえながら読む

新聞の報道記事のリードに必
要な事柄を整理し，一文にま
とめて書く

H22

問題形式
北海道

(合算）
評価の観点

出題の趣旨

学年別漢字配当表に示され
ている漢字を正しく書く

目的や意図に応じ，必要と
なる事柄を整理して簡潔に
書く

場面の様子や登場人物の気
持ちを想像しながら音読す
る

設問の概要

共通語と方言の使われ方とし
て適切なものをそれぞれ選択
する

共通語と方言との違いを押
さえ，それぞれの使われ方
を理解する

文学的な文章に登場する人
物を相互に関係付けて読む

学年別漢字配当表に示されて
いる漢字（赤）の正しい筆順
を適切に捉える

漢字を書く（ひさしぶりにお
じさんに会う）

物語の登場人物の関係をとら
えて書く

漢字を読む（新しいクラスに
慣れる）

学年別漢字配当表の当該学
年の前の学年までに配当さ
れている漢字を正しく読む

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

話し手の話の内容を聞きなが
ら書いた質問について，その
狙いを適切に説明したものを
選択する

狙いを明確にして質問をす
る

設問
番号

指導
学年

学年別漢字配当表の当該学
年の前の学年までに配当さ
れている漢字を正しく書く

全国
（公立）（抽出）

北海道

漢字を書く（星の位置がへん
かする）

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

１／17問

Ｈ２４

６／17問

Ｈ２４

０／１５問

Ｈ２２

６／１５問

Ｈ２２

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問
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の
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度
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す
・
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能
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書
く
能
力

読
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能
力
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語
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識
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解
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選
択
式

短
答
式
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述
式

正
答
率

(

％

)

無
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率

(

％

)

正
答
率
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％

)

無
解
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率

(
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)
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率

(
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)

無
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(
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)
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(
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無
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(
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平
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正
答
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差

無
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平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
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１二 小５・６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44.6 9.3 51.3 8.7 55.2 7.0 62.5 2.6 -10.6 2.3 -17.9 6.7

２二 小５・６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40.8 20.6 47.1 19.0 52.6 14.5 63.2 4.6 -11.8 6.1 -22.4 16.0

３四
小３・４
小５・６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28.1 22.3 34.2 21.0 37.7 17.0 51.4 6.2 -9.6 5.3 -23.3 16.1

２一
（１）

小５・６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 64.6 7.6 69.5 7.1 73.0 5.3 81.5 1.6 -8.4 2.3 -16.9 6.0

２一
（２）

小５・６ ○ ○ ○ 65.7 3.2 66.8 3.1 72.9 2.0 79.3 0.5 -7.2 1.2 -13.6 2.7

２二 小５・６ ○ ○ ○ ○ 68.8 13.6 75.2 12.2 82.3 7.8 90.3 2.5 -13.5 5.8 -21.5 11.1

３二 小５・６ ○ ○ ○ ○ 59.1 17.6 66.5 15.9 73.0 11.2 81.1 3.8 -13.9 6.4 -22.0 13.8

３三 小５・６ ○ ○ ○ 64.5 6.7 65.8 6.6 69.9 4.3 78.1 1.1 -5.4 2.4 -13.6 5.6

４ 小５・６ ○ ○ ○ ○ 59.0 4.6 58.8 4.7 65.5 3.0 77.2 0.9 -6.5 1.6 -18.2 3.7

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

二つの記事に書かれている内容を結び
付けながら読み，理由となる事実を基
にして自分の考えを記述する

複数の記事を結び付けながら読
み，事実を基にして自分の考えを
もつ

設問
番号

指導
学年

目的や意図に応じ，適切に敬語を
使いながら，内容の中心を明確に
して書く

資料を読み取った上で，質問をし
たい内容を明確にして発表する

(合算）
問題形式

北海道

物語全体の構成の効果をとらえる

H22

物語を読んで，発表した内容の中に入
る適切な言葉を選択する

三つの時計の中から，条件に合ったも
のを選び，それを選んだ理由を書く

目的や意図に応じて，必要な情報
を関係付けて読み，理由を明確に
して説明する

聞き手が質問した内容に合う質問の観
点を選択する

登場人物の行動や場面の移り変わ
りに注意しながら，あらすじを書
く

物語を読んで，指示された部分につい
てのあらすじを書く

物語を読んで思ったことや考えた
ことを，理由を明確にしてまとめ
て書く

出題の趣旨

学習指導要領の領域等
北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

小学校国語Ｂ

H24

目的や意図に応じ，適切に敬語を使い
ながら，返事の仕方と内容を記述する

提示された資料を読み取った上で，相
手に対して質問をしたい内容を明確に
して発表するように記述する

秋田
（公立）

評価の観点
全国

（公立）（抽出）

北海道

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問
２／１０問

Ｈ２２

２／１１問

話し手が聞き手に問いかけるよさにつ
いての説明を書く

物語を読んで思ったことや考えたこと
と，その理由を書く

目的や意図に応じて，聞き手を引
き付けるように話す

Ｈ２４

３／１１問

Ｈ２４

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

６／１０問

Ｈ２２

話の中心や話し手の意図をとらえ
ながら聞き，適切に質問する

設問の概要
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式
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正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(
％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

１
（６）

小５ ○ ○ ○ 80.2 3.5 81.0 3.6 85.7 2.1 90.1 0.7 -5.5 1.4 -9.9 2.8

１
（７）

小５ ○ ○ ○ 69.9 9.5 70.6 9.6 82.4 4.2 87.0 1.5 -12.5 5.3 -17.1 8.0

２
（２）

小５ ○ ○ ○ 66.8 5.5 68.3 5.4 73.7 3.7 80.5 1.1 -6.9 1.8 -13.7 4.4

４ 小５ ○ ○ ○ 81.7 1.8 82.9 1.7 86.9 1.1 90.6 0.1 -5.2 0.7 -8.9 1.7

５
（１）

小４ ○ ○ ○ 54.9 1.7 54.1 1.7 60.6 1.2 71.2 0.2 -5.7 0.5 -16.3 1.5

６
（１）

小５ ○ ○ ○ 71.9 2.8 72.8 2.9 76.9 2.1 86.0 0.6 -5.0 0.7 -14.1 2.2

６
（２）

小４ ○ ○ ○ 54.4 3.9 56.8 4.0 64.8 2.7 70.1 1.0 -10.4 1.2 -15.7 2.9

７ 小３ ○ ○ ○ 71.1 2.2 73.0 2.4 76.1 1.6 80.7 0.5 -5.0 0.6 -9.6 1.7

８ 小５ ○ ○ ○ 49.3 14.2 51.2 13.8 58.3 10.0 65.8 3.4 -9.0 4.2 -16.5 10.8

１
（４）

小４ ○ ○ ○ 73.5 2.0 75.5 2.0 83.2 1.2 87.1 0.4 -9.7 0.8 -13.6 1.6

１
（６）

小４ ○ ○ ○ 53.0 1.2 54.0 1.1 65.9 0.8 93.7 0.2 -12.9 0.4 -40.7 1.0

２
（１）

小５ ○ ○ ○ 43.4 5.8 45.2 5.2 53.8 3.6 62.4 1.0 -10.4 2.2 -19.0 4.8

３
小４
小５

○ ○ ○ 58.2 1.2 64.4 1.2 68.6 0.8 75.2 0.3 -10.4 0.4 -17.0 0.9

４
（１）

小５ ○ ○ ○ 74.0 1.6 74.6 1.7 80.1 1.0 83.9 0.2 -6.1 0.6 -9.9 1.4

４
（２）

小５ ○ ○ ○ 49.5 1.7 51.4 1.7 55.3 1.0 62.4 0.2 -5.8 0.7 -12.9 1.5

５
（１）

小４ ○ ○ ○ 76.6 4.1 78.7 3.8 82.7 2.3 87.3 0.6 -6.1 1.8 -10.7 3.5

５
（２）

小５ ○ ○ ○ 55.2 4.7 56.4 4.6 70.1 2.5 80.6 0.6 -14.9 2.2 -25.4 4.1

７ 小５ ○ ○ ○ 67.7 3.3 69.2 3.5 76.1 1.9 87.0 0.3 -8.4 1.4 -19.3 3.0

９
（１）

小５ ○ ○ ○ 44.7 16.9 48.4 14.8 57.4 10.4 72.3 3.2 -12.7 6.5 -27.6 13.7

９
（２）

小４ ○ ○ ○ 65.2 7.6 66.9 6.8 73.8 4.3 88.8 0.6 -8.6 3.3 -23.6 7.0

十進位取り記数法の仕組み
について理解している

出題の趣旨

示されたはがきの面積は約何c
㎡かを選ぶ

設問の概要

折れ線グラフから，増え方
が最も大きい区間を読み取
ることができる

50＋150×2 を計算する

円を分割し，並べ替えて
作った長方形の横の長さに
ついて理解している

じゃがいも畑の面積40㎡が，
学校の畑の面積50㎡のどれだ
けの割合に当たるかを書く

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

円の中心と半径について理
解している

百分率の意味について理解
している

H24

５日間で１日に平均何個のト
マトがとれたことになるのか
を書く

指導
学年

小学校算数Ａ

３/７－２/５ を計算する

４/５÷８ を計算する

上底3cm，下底7cm，高さ4cmの
台形の面積を求める式と答え
を書く

折れ線グラフを読み，気温の
上がり方が最も大きい時間を
書く

設問
番号

円を分割し，並べ替えて
作った長方形の縦の長さに
ついて理解している

596の1/100の大きさの数を小
数で書く

８ｍの重さが４kgの棒の1ｍの
重さを求める式と答えを書く

8－0.5 を計算する

長方形の黒い部分を表す分数
を選ぶ

補角の大きさを求めること
ができる

等分してできる部分の大き
さを表すのに分数が用いら
れることを理解している

円を分割して並べたときにで
きる長方形について，縦の長
さが円のどの部分に当たるか
を選ぶ

面積についての感覚を身に
付けている

示された半円をかくために，
コンパスの針を刺す場所と，
コンパスの開いている長さを
答える

５／１９問

評価の観点

１１／１９問

Ｈ２２
全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

直方体において，与えられた
面に垂直な辺を書く

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

台形の面積の求め方を理解
し，面積を求めることがで
きる

方眼紙上で，３点が与えられ
た平行四辺形の残りの点の位
置を選ぶ

平均の意味を理解し，測定
値の平均を求めることがで
きる

２／１９問

四角形の四つの角の大きさ
の和が360°であることを
理解している

９／１９問

Ｈ２４

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

犬を飼っている８人が学級全
体の人数の25%に当たるとき，
学級全体の人数を求める式と
答えを書く

円を分割して並べたときにで
きる長方形について，横の長
さが円のどの部分に当たるか
を選ぶ

商が１より小さくなる等分
除 (整数)÷(整数) の場面
で，除法が用いられること
を理解している

H22

小数の減法の計算をするこ
とができる

Ｈ２４ Ｈ２２

問題形式
北海道

(合算）

平行四辺形の定義や性質に
ついて理解している

加法と乗法の混合した整数
の計算をすることができる

割合の意味を理解している

異分母の分数の減法の計算
をすることができる

立体図形の辺と面の垂直の
関係を理解している

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

三角定規が示された場面で，
60°の補角の大きさを求める

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較（抽出）

北海道
学習指導要領の領域

全国
（公立）

秋田
（公立）

三つの角の大きさが60°，
80°，90°である四角形の，
残りの角の大きさを書く

除数が整数である場合の分
数の除法の計算をすること
ができる
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無
解
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率
の
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１
（２）

小３ ○ ○ ○ 34.1 8.3 37.8 7.6 42.5 5.6 47.9 2.7 -8.4 2.7 -13.8 5.6

２
（３）

小２
小５

○ ○ ○ ○ 49.5 2.6 51.7 2.5 56.2 2.2 58.1 1.0 -6.7 0.4 -8.6 1.6

３
（１）

小４
小５

○ ○ ○ ○ 67.6 5.7 69.4 5.2 74.2 4.1 79.0 1.4 -6.6 1.6 -11.4 4.3

４
（３）

小３
小５

○ ○ ○ ○ 26.7 14.1 26.9 12.8 32.8 10.9 43.7 5.2 -6.1 3.2 -17.0 8.9

５
（２）

小５ ○ ○ ○ 55.2 7.8 56.7 6.9 60.9 5.8 62.1 2.6 -5.7 2.0 -6.9 5.2

５
（３）

小４
小５

○ ○ ○ 16.9 13.6 19.3 12.7 23.3 10.6 34.7 5.6 -6.4 3.0 -17.8 8.0

１
（１）

小３
小４
小５

○ ○ ○ 48.8 0.9 51.0 0.8 55.8 0.6 61.8 0.2 -7.0 0.3 -13.0 0.7

１
（２）

小４ ○ ○ ○ 32.0 16.8 34.5 15.8 42.2 12.1 55.0 4.3 -10.2 4.7 -23.0 12.5

２
（２）

小４
小５

○ ○ ○ 59.6 2.4 60.1 2.3 65.6 1.6 69.5 0.4 -6.0 0.8 -9.9 2.0

３
（３）

小３
小４
小５

○ ○ ○ 33.9 1.9 35.1 1.8 40.0 1.2 47.5 0.3 -6.1 0.7 -13.6 1.6

４ 小５ ○ ○ ○ ○ 27.7 31.6 28.0 29.7 33.3 22.0 53.6 7.5 -5.6 9.6 -25.9 24.1

５
（２）

小５ ○ ○ ○ 10.5 7.2 12.7 6.3 17.1 4.5 30.7 2.1 -6.6 2.7 -20.2 5.1

６
（１）

小４
小５

○ ○ ○ 57.6 5.5 59.4 4.9 64.8 3.1 76.9 0.8 -7.2 2.4 -19.3 4.7

６
（２）

小５ ○ ○ ○ 7.6 14.4 10.1 13.0 14.6 9.2 27.7 4.4 -7.0 5.2 -20.1 10.0

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

H24

平行四辺形から台形に図形を
変えて，示された２つの三角
形の面積が等しいことの説明
を書く

平行四辺形に対してなされ
た説明を解釈し，それを台
形に適用して，説明を記述
できる

H22

示された式を解釈し，えん
ぴつ１本の定価が整数にな
るおつりの金額を判断でき
る

バスのドアの下にできる三角
形について，その名前を選
び，判断のわけを選ぶ

評価の観点学習指導要領の領域

バスのドアが動く様子を表し
た図を見て，円周の一部と直
線の長さの大小についての正
しい記述を選び，判断のわけ
を書く

北海道

(合算）

設問の概要

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

縦６cm，横10cmの長方形に内
接するひし形の面積を求める
式と答えを書く

面積が等しい直角三角形の
数に着目し，長方形に内接
するひし形の面積の求め方
を理解できる

全国
（公立）（抽出）

北海道 北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

出題の趣旨

はかりを適切に読み取り，
与えられた条件を基に筋道
を立てて考え，重さの求め
方を記述できる

問題形式

えんぴつ１本の定価を整数に
するために，おつりの金額を
何円に変えればよいかを選ぶ

小学校算数Ｂ

代金630円に対して，1030円よ
りも1130円を支払ったときの
方が，おつりの硬貨の枚数が
少なくなるわけを書く

２種類の跳び箱を30cm高くす
ると同じ高さになるわけとし
て，正しい記述を選ぶ

秋田
（公立）

表から適切な数値を取り出
して割合の大小を判断し，
その理由を記述できる

表から比例の関係を捉え，
二つの数量の変化の仕方に
対応する式を選択すること
ができる

設問
番号

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

計算の順序についてのきま
りを理解し，最初に考えた
式に（　）を書き加えて正
しい式に修正できる

指導
学年

硬貨の種類と枚数を比較
し，一方の支払い方の方
が，おつりの枚数が少なく
なる理由を記述できる

与えられた条件や図形の定
義，性質を基に，図形を判
断し，その理由を選択でき
る

示された図や考えを基に，
長さの大小を判断し，その
判断の理由を記述できる

１／１２問

Ｈ２２

８／１２問

Ｈ２２

０／１３問

はかりの目盛りと１人分の材
料と分量を基に，班の人数分
のご飯を作るために必要な水
の重さの求め方と答えを書く

示された部品を組み立てて，
作ることができる本立てを２
つ選ぶ

示された平面図形を基に台
形の大きさを考え，平面上
にかかれた立体図形と対応
付けることができる

おつりを正しく求められるよ
うに式に（　）を書き加える

示された表から，合計の人数
を基にした乗れる人数の割合
は，男子と女子ではどちらの
方が大きいかを判断し，その
わけを書く

Ｈ２４

６／１３問

Ｈ２４

示された複数の情報を関連
付けて解釈し，算数の用語
で的確に表現されているも
のを選択できる

二次元表に示された数の意
味を考え，円グラフと関連
付けることができる

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

割合が一定の場面で，比較
量が最も大きくなるときの
基準量を判断し，その理由
を記述できる

割引券を使うと値引きされる
金額が最も大きくなる商品を
選び，そのわけを書く

一輪車のタイヤの回転数と進
んだ長さが比例の関係にある
ことを基に，トラック一周の
長さを求める式を選ぶ

二次元表の一部分の数を使っ
てかくことのできる円グラフ
を選ぶ
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物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

自
然
事
象
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(
％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

１
（３）

小５ ○ ○ ○ ○ 49.3 1.0 50.6 0.9 54.4 0.9 65.9 0.2 -5.1 0.1 -16.6 0.8

２
（３）
太郎

小４ ○ ○ ○ ○ 70.0 1.8 70.3 1.8 75.5 1.7 77.2 0.4 -5.5 0.1 -7.2 1.4

３
（１）

イ
小４ ○ ○ ○ ○ 55.5 7.0 56.8 6.5 61.7 5.4 79.1 0.8 -6.2 1.6 -23.6 6.2

３
（３）

小４ ○ ○ ○ ○ 46.5 1.5 47.3 1.4 52.7 1.3 58.6 0.3 -6.2 0.2 -12.1 1.2

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

設問
番号

指導
学年

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

全国
（公立）

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

小学校理科
北海道北海道

(合算）

車の進行方向と電流の向きと
を関係付けて考え，並列つな
ぎの適切なつなぎ方を選ぶ

並列つなぎについて，乾電
池の向きと車の進行方向と
を関係付けて，分析できる

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

水に溶けている物の様子に
ついて，実験結果を基に自
分の考えを改善して，その
理由を記述できる

気温が異なる地域のサクラ
の開花時期を，データを基
に分析できる

車を動かす力を強くするため
の工夫について，光電池の特
性や乾電池のつなぎ方から当
てはまる言葉を書く

光電池や乾電池の働きを強
くするための要因を理解し
ている

秋田
（公立）（抽出）

Ｈ２４

４／２４問

Ｈ２４

評価の観点 問題形式学習指導要領の領域

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

０／２４問

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

砂糖水に溶けている氷砂糖の
様子について，実験結果から
適切な図を選び，選んだわけ
を書く

サクラが開花する地域につい
て，データを基に，それぞれ
当てはまるものを選ぶ

出題の趣旨

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

H24

設問の概要
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話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

２一 中２・３ ○ ○ ○ 83.5 0.3 84.4 0.3 89.2 0.4 93.9 0.1 -5.7 -0.1 -10.4 0.2

７一１
小５
小３ ○ ○ ○ 42.7 22.2 42.8 20.3 51.5 14.7 64.4 5.9 -8.8 7.5 -21.7 16.3

７一３ 小４ ○ ○ ○ 64.1 7.8 64.3 7.6 69.3 5.7 73.8 2.3 -5.2 2.1 -9.7 5.5

※平成２２年度は中学校国語Ａにおいて全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問はない。

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

１一 中１ ○ ○ ○ 68.5 2.9 72.4 2.7 74.7 2.4 81.3 0.7 -6.2 0.5 -12.8 2.2

２二 中２・３ ○ ○ ○ ○ ○ 74.7 9.5 80.3 8.7 81.8 7.8 88.1 3.2 -7.1 1.7 -13.4 6.3

２三
中２・３
中１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 35.4 14.2 41.3 12.9 45.6 10.3 55.7 5.9 -10.2 3.9 -20.3 8.3

３二 中２・３ ○ ○ ○ 30.4 21.9 32.9 20.2 35.5 18.7 39.8 10.7 -5.1 3.2 -9.4 11.2

３三 中２・３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 51.4 28.6 58.4 25.7 62.0 22.0 71.7 12.5 -10.6 6.6 -20.3 16.1

※平成２４年度は中学校国語Bにおいて全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問はない。

二つの表現に共通した面白さについて
自分の考えを書く

文章の内容や表現の仕方をとら
え，自分の考えを明確に説明する

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

H22

トップ記事で紹介している施設が開設
された年月を書く

書かれている情報を的確に関連付
けて読む

提示する資料に，説明したい内容を簡
潔に書く

文章から必要な情報を集め，資料
に表れている工夫を自分の表現に
役立てて書く

資料の修正の方法を選択し，修正の具
体的なやり方とその理由を書く

資料の提示の仕方を工夫し，その
方法について具体的に説明する

本文中の表現がたとえている内容をと
らえて書く

表現の仕方に注意して読み，内容
について理解する

秋田
（公立）

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

全国
（公立）

設問の概要 出題の趣旨

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較(合算） （抽出）

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式
北海道 北海道

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

中学校国語Ａ

H24

手紙の前文の最初に書かれる言葉の名
称として適切なものを選択する

漢字を書く（地域の人をショウタイす
る）

秋田
（公立）

学習指導要領の領域等
北海道

設問
番号

評価の観点

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

手紙の形式を理解して書く

文脈に即して漢字を正しく書く

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

漢字を書く（鉛筆をカりる）

全国
（公立）（抽出）

問題形式
(合算）

北海道

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

設問の概要 出題の趣旨

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

指導
学年

０／３５問

Ｈ２２

０／３５問

２／１０問

Ｈ２２

５／１０問

Ｈ２２

０／９問
全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

Ｈ２４

０／９問

Ｈ２４

Ｈ２２

０／３２問

Ｈ２４

３／３２問

Ｈ２４

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

中学校国語Ｂ

設問
番号

指導
学年
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数
と
式

図
形

数
量
関
係

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
表
現
・
処
理

数
量
、
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(
％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

１
（２）

中１ ○ ○ ○ 83.3 1.3 84.0 1.3 88.5 1.1 90.7 0.3 -5.2 0.2 -7.4 1.0

１
（４）

中１ ○ ○ ○ 65.8 2.4 66.8 2.4 73.5 1.8 76.7 0.6 -7.7 0.6 -10.9 1.8

２
（２）

中１ ○ ○ ○ 61.0 7.0 61.6 6.7 66.3 6.0 76.3 2.6 -5.3 1.0 -15.3 4.4

６
（３）

中２ ○ ○ ○ 61.2 0.5 62.4 0.6 66.8 0.7 66.0 0.3 -5.6 -0.2 -4.8 0.2

１０
（１）

中１ ○ ○ ○ 43.5 3.5 44.9 3.3 48.8 3.4 58.0 1.8 -5.3 0.1 -14.5 1.7

２
（２）

中１ ○ ○ ○ 67.9 0.5 70.0 0.5 74.5 0.5 78.8 0.2 -6.6 0.0 -10.9 0.3

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

北海道(合算)と全
国(公立)の比較

x＝３ のときの式　－x 2
　の

値を求める

指数を含む文字式で文字に
数を代入して式の値を求め
ることができる

全国
（公立）（抽出）

北海道

H24

設問の概要 出題の趣旨

反比例の関係を表す表か
ら，表中の値を求めること
ができる

設問
番号

指導
学年

正の数と負の数の減法の計
算ができる

正の数と負の数を用いて日
常的な事象を処理すること
ができる

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

中学校数学Ａ

６－(－７) を計算する

天気予報の情報から，ある市
の最高気温と最低気温の差を
求める

秋田
（公立）

学習指導要領の領域 問題形式
北海道

(合算）
評価の観点

与えられた三角形と合同な三
角形を選ぶ

三角形の合同条件を理解し
ている

反比例の表を完成する

210aで表される事象を選ぶ
与えられた文字式を具体的
な事象と関連付け，その意
味をよみとることができる

２
（４）

中２ ○ ○ ○ 59.0 0.9 62.3 0.8 65.9 0.8 71.1 0.3 -6.9 0.1 -12.1 0.6

２
（５）

中２ ○ ○ ○ 65.4 9.9 66.8 9.2 72.1 7.3 79.1 4.0 -6.7 2.6 -13.7 5.9

３
（２）

中１ ○ ○ ○ 51.6 19.3 54.6 17.6 58.1 15.5 67.1 8.5 -6.5 3.8 -15.5 10.8

３
（３）

中２ ○ ○ ○ 73.2 9.9 74.8 9.3 78.3 7.7 83.9 3.8 -5.1 2.2 -10.7 6.1

５
（３）

中１ ○ ○ ○ 48.6 1.0 49.7 1.0 53.6 1.1 57.8 0.4 -5.0 -0.1 -9.2 0.6

５
（４）

中１ ○ ○ ○ 32.1 23.7 35.8 21.2 39.9 17.7 44.7 10.6 -7.8 6.0 -12.6 13.1

６
（１）

中２ ○ ○ ○ 62.7 0.8 64.8 0.9 69.4 0.9 72.8 0.3 -6.7 -0.1 -10.1 0.5

７
（３）

中２ ○ ○ ○ 56.9 18.2 59.4 16.8 61.9 14.8 67.1 7.5 -5.0 3.4 -10.2 10.7

１１
（３）

中２ ○ ○ ○ 17.7 34.0 20.5 31.4 22.9 28.2 27.7 17.3 -5.2 5.8 -10.0 16.7

１２ 中２ ○ ○ ○ 43.8 2.4 45.9 2.3 48.9 2.1 60.5 1.1 -5.1 0.3 -16.7 1.3

１４
（１）

中２ ○ ○ ○ 58.3 12.4 59.5 11.8 66.4 10.4 75.5 5.3 -8.1 2.0 -17.2 7.1

H22

円柱の体積を求める式と答え
を書く

円柱の体積の求め方を理解
し，体積を求めることがで
きる

総当たり戦の試合数を求める
樹形図や表などを利用し
て，場合の数を求めること
ができる

分数を含む一元一次方程式
を解くことができる

連立方程式   　　　　    を
解く

簡単な連立二元一次方程式
を解くことができる

立方体の見取図をよみとり，
２つの線分の長さの関係につ
いて，正しいものを選ぶ

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

水槽に水を入れ始めてからの
時間と水の量の関係につい
て，正しい記述を選ぶ

与えられた事象の中にある
２つの数量の関係が一次関
数であることを判断できる

数量の関係や法則を文字式
で表現することができる

16cmの長さのひもで作る長方
形の縦の長さと横の長さの関
係を式で表す

具体的な事象における一次
関数の関係を式で表すこと
ができる

等式2x＋y＝5を，yについて解
く

等式を目的に応じて変形す
ることができる

三角形の外角を表す式を選ぶ
三角形の外角とそれととな
り合わない２つの内角の和
の関係を理解している

平行四辺形になるための条件
を，記号を用いて表す

言葉で示された図形の性質
や条件を，記号を用いて表
すことができる

(x＋1)/5＝2を解く

２けたの自然数を表す式を選
ぶ

味をよみとることができる

空間図形における長さの関
係を見取図からよみとるこ
とができる

５／３６問

Ｈ２４

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

１２／３６問

Ｈ２２

3x＋2y＝9
x＋ y＝4

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

Ｈ２４

５／３６問

０／３６問

Ｈ２２

１２／３６問

０／３６問
全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

3x＋2y＝9
x＋ y＝4
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数
と
式

図
形

数
量
関
係

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
表
現
・
処
理

数
量
、
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(

％

)

正
答
率

(

％

)

無
解
答
率

(
％

)

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

平
均
正
答
率
の
差

無
解
答
率
の
差

３
（２）

中１ ○ ○ ○ 40.3 6.5 42.9 6.5 46.1 4.9 55.1 3.2 -5.8 1.6 -14.8 3.3

５
（３）

中２ ○ ○ ○ 16.7 47.9 21.0 46.5 22.5 43.5 26.6 26.4 -5.8 4.4 -9.9 21.5

１
（１）

中１ ○ ○ ○ 66.9 4.4 69.3 4.0 72.7 3.6 76.1 1.3 -5.8 0.8 -9.2 3.1

１
（２）

中２ ○ ○ ○ 32.4 26.3 36.0 23.5 38.6 21.1 42.7 13.0 -6.2 5.2 -10.3 13.3

２
（１）

中２ ○ ○ ○ 46.5 10.6 49.7 9.7 52.4 8.4 57.8 3.9 -5.9 2.2 -11.3 6.7

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

評価の観点
北海道(合算)と全
国(公立)の比較

全国
（公立）（抽出）

北海道
問題形式

北海道

(合算）

北海道(合算)と秋
田(公立)の比較

身体活動量を求める式を用い
て，自転車に30分間乗ったと
きの身体活動量を求める

必要な情報を適切に選択
し，処理することができる

設問の概要

発展的に考え，見いだした

設問
番号

指導
学年

資料の傾向を的確に捉え，
判断の理由を数学的な表現
を用いて説明することがで
きる

予想が成り立たない連続する
３つの奇数の例をあげ，その
和を求める

必要な情報を適切に選択
し，数量の関係を数学的に
表現して処理することがで
きる

予想された事柄を振り返っ
て考えることができる

数量の関係を連立二元一次方
程式で表し，これを解く

中学校数学Ｂ

次の１回でより遠くへ飛びそ
うな選手を選び，その理由を
説明する

ＡＥの長さを求められるよう
にするための方法を説明する

秋田
（公立）

学習指導要領の領域

H24

問題解決の方法を数学的に
説明することができる

出題の趣旨

※1

２
（３）

中２ ○ ○ ○ 52.5 24.8 55.8 22.7 57.5 19.9 65.7 10.1 -5.0 4.9 -13.2 14.7

４
（１）

中２ ○ ○ ○ 41.5 18.9 42.8 17.3 47.1 15.7 54.8 7.6 -5.6 3.2 -13.3 11.3

４
（２）

中２ ○ ○ ○ 40.7 28.6 44.9 26.6 46.3 23.3 55.3 13.4 -5.6 5.3 -14.6 15.2

６
（１）

中２ ○ ○ ○ 32.4 56.4 35.4 52.5 38.4 48.3 53.7 31.2 -6.0 8.1 -21.3 25.2

※1　小学校学習指導要領による。

※中学校理科において全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問はない。

H22

Ｌ字型の厚紙を引き出すと
き，その長さと面積の関係を
表すグラフの特徴を説明する

グラフに表れた変化する数
量の特徴を数学的に表現す
ることができる

発展的に考え，見いだした
事柄を説明することができ
る

与えられた証明をよみ，そ
のしくみを考えることがで
きる

２つの線分の長さが等しいこ
とを，三角形の合同を利用し
て証明する

連続する４つの奇数の和につ
いて成り立つ事柄を表現する

発展的に考えて証明するこ
とができる

証明をよみ，２つの三角形の
対応する２辺の間の角が等し
いことを表している部分を書
く

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問

全国の平均正答率より１０ポイント以上低かった設問
Ｈ２４

２／１５問

Ｈ２４

【全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問】

中学校理科

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

全国の平均正答率より５ポイント以上低かった設問

【Ｈ２４とＨ２２の比較】

０／２６問

Ｈ２４

０／２６問

Ｈ２４

０／１４問

Ｈ２２

７／１４問

Ｈ２２

０／１５問

※1※1
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